
10きらりと光る　まち　日野町

日
野
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

全
国
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
ほ
か
の
児
童
・

生
徒
の
模
範
と
な
る
も
の
と
し
て
、

佐
々
木
優
里
さ
ん
（
高
尾
）、
秋
葉

は
る
か
さ
ん
（
根
雨
）、
竹
尾
穂
乃

花
さ
ん
（
黒
坂
）
の
３
人
が
、
鳥

取
県
教
育
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
３
人
が
第
31
回
全
日

本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
で
、
鳥
取
県
予
選
を
勝
ち
抜

き
県
の
代
表
と
し
て
、
全
国
48
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
る
中
、
団
体
戦
で

決
勝
ま
で
進
出
し
、
準
優
勝
と
い

う
好
成
績
を
残
し
た
こ
と
を
た
た

え
た
も
の
で
す
。

　

12
月
15
日
、
町
役
場
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
長
谷
川
教
育
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
伝
達

式
で
佐
々
木
さ
ん
は
「
県
代
表
と

し
て
、
初
め
て
決
勝
戦
ま
で
進
み

ま
し
た
。（
決
勝
戦
の
）
岡
山
県
の

チ
ー
ム
は
強
か
っ
た
で
す
」
と
大

会
を
振
り
返
り
、「
中
学
校
に
行
っ

て
も
3
人
と
も
テ
ニ
ス
を
続
け
ま

す
。
目
標
は
全
中
（
全
国
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
）
で
良
い
結

果
を
残
す
こ
と
で
す
」
と
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
は
、
今
ま
で
出
て
き
た
試
合
で
は
、
ほ
か
の
選
手
を
と
て
も
意
識
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
国
体
で
は
順
位
に
関
係
な
く
自
己
新
記
録
だ

け
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
や
は
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、
周
り
の
こ
と
は
気
に
せ
ず
自
分

の
射
撃
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
決

勝
の
勝
ち
抜
き
戦
で
も

余
計
な
こ
と
は
考
え
な

い
で
一
発
一
発
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

結
果
、
3
位
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習

を
重
ね
、
自
分
が
納
得

い
く
射
撃
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」

今月の子育ての知恵袋㊹   　あいさつをしましょう
人に出会ったらあいさつをしましょう。最初は大人から声を掛けて、そのうちに、大人も子どもも男性も
女性も高齢者も若者も、出会った時にあいさつができると、そこから心の交流が始まると思います。我が
家のおじいさんは「橋を渡って安原集落に入ったら、出会った人には全部こちらからあいさつをしなさい。
地元のものが先に声を掛けると、皆が声を掛けやすくなる」と教えてくださいました。　　（野田　女性）

日野町「子育ての知恵袋」より（平成 24年 3月　町教育委員会発行）

全
国
大
会
な
ど
で
の
活
躍
を
た
た
え
る

鳥
取
県
教
育
長
表
彰

▲受賞を喜ぶ、（左から）秋葉さん、竹尾さん、佐々木さん

中
口
遥
さ
ん
（
日
野
高
校
２
年
生
）、

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
３
位
入
賞

　

11
月
18
日
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
第
69
回
国
民
体
育
大
会
「
長

崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
で
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
少
年
女
子
10
㍍
エ

ア
ラ
イ
フ
ル
射
撃
で
、
日
野
高
校
2
年
の
中
口
遥
さ
ん
が
3
位
入

賞
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

中
口
さ
ん
は
、
予
選
を
3
位
で
通
過
し
、
8
人
で
競
う
決
勝
戦

に
進
出
。
決
勝
の
勝
ち
抜
き
戦
で
も
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
で
鳥
取
県
少
年
勢
初
の
表
彰
台
に

登
り
ま
し
た
。

▼
中
口
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声

▲放課後、練習に打ち込む中口さん
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日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち

２
０
１
５
年
１
月

ひ
の

　

本
年
度
、
第
3
回
目
の
町
民
人
権
講
座
（
講
演
会
）
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
鶴
木
真
理
子
さ
ん
（
米
子
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会　

主
任
児
童
委
員

連
絡
会　

副
代
表
）を
招
き
、「
子
育
て
と
子
ど
も
の
人
権
～
同
じ
母
親
の
目
線
で
～
」

と
題
し
て
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
島
県
で
過
ご
し
た
こ
ろ
の
友
人
と
の
出
会
い
か
ら
、
山
陰
に
来
て
か
ら
起
き
た

子
育
て
の
悩
み
や
不
登
校
問

題
で
の
葛
藤
を
体
験
か
ら
熱

く
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶴
木
さ
ん
が
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
「
米
子

市
加
茂
地
区
の
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
立
ち
上
げ
か

ら
運
営
の
苦
労
話
、
い
ろ
い

ろ
な
障
が
い
と
向
き
合
っ
た

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

人
と
の
出
会
い
か
ら
得
ら
れ

た
鶴
木
さ
ん
の
優
れ
た
人
権

感
覚
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、鶴
木
さ
ん
が「
他

人
を
認
め
、
自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
か
ら
素
晴
ら
し
い

出
会
い
が
生
ま
れ
、
人
生
が

変
わ
る
」
と
力
説
し
、
講
演

を
終
え
ま
し
た
。

▼
子
育
て
と
子
ど
も
の
人
権
～
同
じ
母
親
の
目
線
で
～

第
３
回
町
民
人
権
講
座
を
開
催

▲自身の体験談を交え、熱心に語る鶴木さん

【
第
１
回
委
員
会
】

《
報
告
》

・
教
育
委
員
会
事
務
部
局
職
員
の
人
事
に
つ

い
て

　

１
月
１
日
付
の
異
動　

稲
田
い
ず
み　
　

日
野
町
長
の
事
務
部
局
（
住
民
課
）
へ
出
向

・
区
域
外
就
学
の
承
諾
に
関
す
る
要
綱
に
つ

い
て

　

学
校
教
育
法
施
行
令
や
町
立
小
中
学
校
通

学
区
域
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
要
綱
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
の
報
告

《
議
案
》

・
日
野
町
立
小
中
学
校
通
学
区
域
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

児
童
生
徒
を
他
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校

に
就
学
さ
せ
る
場
合
、
国
ま
た
は
私
立
学
校

に
就
学
さ
せ
る
場
合
の
届
け
出
様
式
の
条
項

を
追
加
す
る
も
の
。

《
そ
の
他
》

①
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
指
針
に
つ
い
て

　

町
教
育
委
員
会
で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
問
題
の
重
要
性
な
ど
に
鑑
み
、
「
学
校

給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
指
針
」

を
作
成
し
、
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
対
応
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
（
管
理
指

導
表
に
基
づ
い
た
給
食
内
容
の
決
定
お
よ
び

提
供
、
事
故
の
未
然
防
止
な
ど
）

②
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
用
）
活
用
指
針

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
あ
る
児
童
生
徒
を
把

握
し
、
管
理
指
導
表
に
よ
り
学
校
生
活
に
お

い
て
総
合
的
に
活
用
す
る
指
針
を
作
成

③
日
野
町
土
曜
学
習
の
予
定
に
つ
い
て

　

３
学
期
に
町
内
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る

土
曜
学
習
の
予
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
（
原
則
公
開
し
て
い
ま
す
）

（
黒
坂
小
３
月
１
４
日
、
根
雨
小
２
月
１
４
日
、

日
野
中
２
月
２
１
日
）

④
「
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
」

　

保
護
者
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん

な
使
い
方
を
し
て
い
る
か
、
保
護
者
の
責
務

な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
各
世
帯

に
対
し
て
お
知
ら
せ
し
た
内
容
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

☆
保
護
者
が
で
き
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

発
達
段
階
に
応
じ
て

　

（
１
）
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ

　
　
　

 

せ
る

　

（
２
）
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　

（
３
）
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定
す
る

《
次
回
の
予
定
》

日
時
：
平
成
27
年
２
月
２
日
（
月
）
正
午
～

場
所
：
役
場
第
1
会
議
室

※
会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

　

1
月
５
日
に
第
１
回
の
教
育
委
員
会
を
開
き
、
次
の
議
案
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
１
回
教
育
委
員
会  

開
催


